
〜〜〜〜〜はじめに〜〜〜〜〜

「なぜ毎年合格者を輩出できるのか？」皆さんのその問いに、本
書を通してお答えしていきたいと思います。

平成11年に合格し、それまでの大学講師から予備校講師に変わっ
た私が、それまでと違って意識したのが『合格という結果』でした。
「合格させるのにはどう教えればよいのか？」１年目から随分考
え、その結果辿り着いたのが『受験生の視点を変えさせる』という
ことでした。

「何年勉強しても合格できない。」「過去問を覚えるほどやってい
るのに合格できない。」という受験生の思考は非常に硬直化してい
て、本番での問題に柔軟に対応できなくなっています。もはや知識
を増やすだけでは合格という高い壁を突き破ることはできません。
そこで、当時基礎講座終了後の受験生を対象とした講座を担当し
ていた私は、過去問等を使い問題をどう読み解けばよいのかを徹底
的に指導することにしました。その結果、講師１年目から面白いよ
うに合格者を出すことができました。

ところが、講師になって４年目、基礎講座の担当に変わった時、
私は大きな岐路に立たされました。法律知識ゼロの人を短期合格さ
せるためには、それまでの方法だけでは不十分だったからです。

基礎講座の講師を始めてからの半年は、これまでの講師生活で最
も悩んだ時期です。しかし、この時期があったからこそ、現在も毎
年一発合格を含む短期合格者を出し続けられているのだと確信して
います。



その時に私が出した答えは、『自分の教えたいことを教えるので
はなく、受験生の消化できることを受験生の成長に合わせて教え
る』というものでした。一見、皆さんからすれば当たり前のことに
聞こえるかもしれません。しかし、どんなに講師が「少しでも早く
点数を伸ばしてやりたい」という思いで『合格に必要な知識』とい
う種を蒔いても、それを受け取る土壌ができていなければ花を咲か
せることができないのです。それに気付いた私は、基礎講座担当の
半年後から受講生の『教えられる力』の向上にも精を出すようにな
りました。そのノウハウを公開したのが本書です。

受講生の顔を“よく見ながら”講義をする。それによって自ずと
土壌作りができるようになりました。勉強開始からの時期に合わ
せ、説明の仕方や過去問の使い方の指導内容を変え、あらゆる手を
講じました。
その結果、確実に以前より多くの受講生が情報の波に呑み込まれ
ることなく、主体的に受験勉強を進められるようになったと思いま
す。

私のクラスの合格者の経歴はさまざまです。高卒もいれば大卒
も、また学生もいれば社会人や主婦もいます。つまり、それまでの
彼等の経歴はまったく関係がないということです。
ただ、彼等には共通点があります。それは私の話を柔軟に取り入
れながら、なおかつ主体的に勉強していたという点です。

誰にでも合格のチャンスがあります。しかし、一度道に迷うと
ゴールへ続く道を再び独りで見つけるのは至難の業です。道に迷う
前に、また、もし貴方が迷ってしまったのであれば、本書がゴール
への道を見つけるための手助けとなるはずです。
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本書の使い方

資格試験は短期決戦です。長期戦になると、モチベーションも
低下し、勉強もマンネリ化してしまいます。まず「来年キメる」
という意識で勉強してください。

ただ、むやみに勉強するだけでは短期決戦には勝てません。そ
こには戦略が必要です。

本書は「どのように勉強していけば、確実に実力がつき合格で
きるのか？」について講師の立場から書き表したものです。

まず第 1章が勉強の方向性を示した総論部分です。この章にあ
る 20項目は、「基本的な考え方から実践的な方法へ」といった順
で書いてありますから、現在の状況に応じて読み進めてください。

次の第 2章は、わたしのライブ講義です。この章は、初級者・
上級者を問わず楽しめるものになっています。
法律の勉強は、具体的に考えれば考えるほどおもしろくなって
いきます。この章は、事例を使った勉強がどのようなものかを、
まさに『具体的』に示しています。普段の勉強に大いに役立てて
ください。

第3章から各論です。「合格にはどのような勉強が必要か？」を、
過去問分析を通して実践したものです。
ただ、取り上げた過去問及び説明に難易度があります。そこで
過去問を比較的やさしい「レベル1」から難しい「レベル3」まで
3段階に分けています。
また、このレベル分けはあくまでも問題自体の難易度に合わせ
たものなので、“視点の重要性”においてレベル1・2・3の間で違



いはありません。重要度別のランク分けではありませんから、勉
強の進んでいる方も、是非すべての問題に目を通してくださいね。

第3章項目番号

レベル１
1、2、3、4、6、7、8、9、13、14、16、
17、18、21、22、29

レベル２ 5、12、15、19、23、25、26、27、28

レベル３ 10、11、20、24、30、31、32

なお、本書の目的が「勉強法を示す」点にあることから、過去
問の肢ごとの解説はほとんどしていません。過去問の詳しい解説
は、また別の機会に行う予定ですので、楽しみにしていてくださ
いね。

最後の第4章が科目別勉強法です。この章は、第3章の過去問分
析勉強法をさらに科目の特性に応じて分析したものです。
そのため、第3章と同じように取り上げた過去問に難易度があり
ますので、レベルに応じて問題部分を後回しにしてもかまいませ
ん。とにかく、参考になりそうなところをドンドン拾っていって
ください。

本書は、勉強開始から合格までを見据えて書いたものです。

勉強方法に迷ったら、再び本書を手に取ってください。必ずヒ
ントが見つかるはずです。




